
天
界
第
八
號
（
第
】
巻
）

大
正
十
年

六
月
號

醐》「c

　もz～＿賑「，

水
澤
緯
度
観
測
所
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技
師
理
學
士
　
上
　
田
　
　
穰

　
當
緯
度
観
測
所
は
、
一
八
九
九
年
十
二
月
に
創
立
以
來
、

二
十
年
一
月
の
如
く
お
天
氣
さ
へ
宜
し
け
れ
ば
、
盆
も
お
正

月
も
無
く
、
緯
度
観
測
事
業
に
從
っ
て
來
陀
の
で
あ
る
。

　
が
、
元
來
一
入
九
八
年
ス
ト
ソ
ト
ガ
ル
ト
に
開
か
れ
詑
萬

國
測
地
學
會
第
十
二
回
総
會
の
結
果
、
萬
國
共
同
の
緯
度
槻

測
を
や
る
こ
ご
に
決
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、
多
く
の
候
補
地

の
中
北
緯
三
十
九
度
八
分
の
同
じ
緯
度
に
横
は
る
ざ
こ
ろ
の

・
水
澤
汀
、
チ
シ
ャ
ル
ヂ
ュ
イ
、
カ
ー
ロ
フ
オ
川
．
テ
、
ゲ
ゴ
ザ
ー
ス
ブ

川
グ
、
シ
ン
シ
ナ
チ
、
ウ
キ
ァ
の
一
つ
な
ぎ
の
黒
地
に
、
槻

測
所
が
置
か
れ
把
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
観
測
の
結
果
は
、

毎
月
各
観
測
所
か
ら
其
監
督
者
の
手
を
経
て
、
猫
逸
の
中
央

局
に
邊
り
、
此
虜
で
整
理
計
算
し
て
、
其
結
果
は
年
々
雑
誌

に
又
緯
度
観
測
報
告
書
に
の
せ
ら
れ
陀
の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
木
村
博
士
が
Z
項
を
登
書
し
て
緯
度
観
測
事
業

に
貢
献
せ
ら
れ
π
こ
ご
は
周
知
の
こ
ご
で
あ
る
が
、
ま
つ
何

事
も
な
く
一
九
一
四
年
ま
で
旨
い
て
來
把
の
で
あ
る
。

　
所
で
薙
で
ざ
つ
ざ
親
測
の
お
話
し
を
申
さ
ね
ば
都
合
が
悪

い
こ
ご
に
な
つ
セ
Q

　
こ
の
萬
國
共
同
槻
測
に
は
、
御
承
知
の
タ
摺
コ
ッ
ト
法
こ

い
ふ
の
を
つ
か
っ
て
、
緯
度
を
槻
測
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
は
南
ε
北
に
一
つ
宛
帥
ち
一
院
の
星
を
の
ぞ
い
て
、
そ

の
地
山
の
緯
度
を
き
め
る
こ
ご
が
出
來
る
こ
ご
に
な
っ
て
み

る
。
　
が
、
槻
測
を
確
か
に
す
る
爲
に
毎
晩
十
六
謁
凡
戦
測
す
る

の
で
あ
る
◎

　
所
で
南
北
一
封
の
星
ご
申
す
の
は
、
其
観
測
地
の
眞
上

（
天
頂
）
か
ら
殆
ん
ご
同
じ
角
度
丈
双
方
へ
三
っ
て
る
る
こ
ご

が
必
要
で
あ
る
故
、
工
め
都
合
の
い
、
星
を
選
ん
で
置
く
の

で
あ
る
Q

　
こ
の
掴
め
選
ん
だ
同
じ
星
が
、
各
観
測
所
を
通
じ
て
用
ゆ

る
こ
ど
が
出
溜
る
様
に
、
各
観
測
所
が
同
じ
緯
度
の
上
に
並

ん
で
み
る
事
が
う
な
つ
か
れ
る
Q

　
さ
て
、
毎
晩
同
じ
星
の
槻
測
を
つ
奮
け
て
る
る
ご
、
段
を

星
の
降
る
時
間
が
早
く
な
っ
て
、
日
の
暮
れ
な
い
中
に
の
ぞ
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か
ね
ば
な
ら
ぬ
様
に
な
る
の
で
、
從
っ
て
夏
冬
通
し
て
同
じ

星
は
見
る
こ
ご
が
出
京
な
い
。
そ
れ
で
八
樹
を
一
組
ご
し
て

二
組
宛
毎
晩
観
測
に
つ
か
ふ
様
に
す
る
。
そ
し
て
約
一
ヶ
月

毎
に
順
繰
り
に
、
初
め
の
一
組
は
や
め
て
残
り
の
一
組
ご
次

の
一
組
ご
合
せ
て
二
組
を
叉
約
一
ケ
月
拭
か
り
引
響
き
観
測

す
る
の
で
あ
る
。

　
一
年
で
一
廻
り
す
る
事
故
、
至
芸
十
二
組
の
星
を
観
測
に

つ
か
ふ
こ
ぢ
で
あ
る
Q

　
ε
こ
ろ
が
ヌ
、
歳
差
の
影
響
で
以
て
、
い
つ
迄
も
同
じ
星

の
封
を
つ
か
う
事
が
出
世
す
、
あ
る
年
数
セ
て
ば
遣
へ
な
い

星
の
封
は
ご
り
換
の
必
要
が
起
る
の
で
、
現
に
第
一
回
に
選

ば
れ
把
も
の
は
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
五
年
ま
で
、
次
に

は
d
九
〇
⊥
ハ
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
、
第
三
回
は
一
九
一

二
年
か
ら
一
九
一
七
年
ま
で
の
暫
定
で
あ
っ
セ
の
で
あ
る
。

　
不
幸
に
も
叢
に
今
度
の
鰍
洲
大
戦
が
起
つ
だ
の
で
あ
る
。

　
勢
ひ
萬
國
共
同
事
業
は
中
絶
し
な
く
て
は
な
ら
臓
破
目
に

な
つ
π
。

　
し
か
し
乍
ら
、
そ
れ
で
は
甚
だ
不
本
意
な
こ
ご
だ
こ
云
ふ

の
で
申
立
書
國
が
骨
を
折
り
、
特
に
和
蘭
人
バ
ッ
ク
ハ
イ
ぜ

ン
受
認
の
肝
入
り
で
、
都
合
よ
く
設
置
共
同
緯
度
観
測
は
繊

雲
す
る
こ
ご
が
出
來
π
の
で
あ
る
。
遡
れ
は
観
測
所
の
属
す

る
各
二
塁
へ
通
知
が
あ
っ
元
の
で
、
日
本
な
ぞ
は
喜
ん
で
そ

の
企
に
賛
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
内
、
聯
合
國
は
一
九
一
六
年
を
以
て
中
欧
の
萬
國
聯

合
學
會
か
ら
は
全
部
脱
退
す
る
ε
云
ふ
縁
切
り
欣
を
賜
い
π

の
で
あ
る
が
、
共
同
緯
度
観
測
事
業
は
斯
く
し
て
幸
に
つ
響

い
て
來
だ
。
然
し
ロ
シ
ア
は
あ
、
云
ふ
状
態
で
、
チ
シ
ャ
ル

ヂ
ュ
イ
の
観
測
は
中
止
し
、
又
、
亜
米
利
加
の
ゲ
ザ
ー
ス
プ

ル
グ
、
シ
ン
シ
ナ
チ
も
中
止
し
て
終
っ
て
、
卒
和
克
復
ま
で

命
脈
を
つ
ゴ
け
て
來
把
も
の
は
僅
に
水
澤
、
カ
ー
ロ
フ
オ
〃

テ
、
ウ
キ
ア
の
三
個
所
の
み
で
あ
っ
把
。

　
そ
れ
に
煮
て
面
白
い
こ
ご
は
、
毎
年
禁
所
に
調
い
て
る
る

こ
こ
ろ
の
猫
逸
の
萬
國
測
地
學
會
の
事
業
報
告
書
を
順
次
に

の
ぞ
い
て
見
る
ご
、
各
観
測
所
の
所
算
勘
、
帥
ち
日
米
伊
露

の
戦
時
中
に
於
け
る
状
態
が
よ
く
う
か
ゴ
は
れ
る
の
で
あ
る

邸
ち
緯
度
観
測
事
業
ご
い
ふ
一
小
鷺
を
通
し
て
、
載
箏
氣
分

の
鍵
移
を
の
ぞ
い
て
見
る
こ
ご
が
出
來
る
様
に
思
ふ
。

　
ま
つ
一
九
一
四
年
の
絡
り
ま
で
は
、
各
観
測
所
か
ら
槻
測

帳
は
滞
り
な
く
ポ
ツ
ダ
ム
ま
で
迭
ら
れ
た
事
故
、
少
し
も
戦

孚
に
よ
っ
て
緯
度
観
測
事
業
が
妨
げ
ら
れ
な
か
つ
π
事
を
實
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謹
せ
ら
れ
緯
度
観
測
萬
歳
を
唱
へ
π
事
で
あ
っ
π
。

　
ざ
こ
ろ
が
早
く
も
一
九
一
五
年
に
は
、
水
澤
、
ヵ
ー
ロ
フ

オ
ル
テ
、
シ
ン
シ
ナ
チ
、
ウ
キ
ア
は
引
言
き
一
そ
れ
も
日
伊

の
封
首
開
戦
後
は
ラ
イ
デ
ン
の
バ
ジ
ク
ハ
イ
ぜ
ン
氏
の
手
を

通
し
て
送
っ
て
來
把
が
、
ゲ
ザ
ー
ス
ブ
川
グ
は
磨
止
し
、
露

西
亜
の
チ
シ
ャ
ル
ヂ
山
イ
は
杏
こ
し
て
消
息
を
絶
つ
に
至
つ

セ
の
で
あ
る
。

　
一
九
＝
ハ
年
頭
、
・
シ
ン
シ
ナ
チ
が
最
早
観
測
を
績
行
ず
る

こ
ご
が
出
愚
な
い
事
を
宣
し
て
無
論
、
更
に
窮
迫
を
戚
じ
把

の
で
あ
る
が
、
薙
に
去
て
北
米
の
三
個
所
の
観
測
所
申
只
一

ケ
所
を
獲
す
の
み
こ
な
り
、
水
澤
、
カ
二
二
フ
オ
ぞ
7
は
相

墾
ら
す
で
あ
っ
転
け
れ
ざ
も
、
チ
シ
ャ
ル
ヂ
ュ
ィ
は
矢
張
り

何
の
音
沙
汰
も
な
か
つ
セ
。

　
一
九
一
七
年
は
、
濁
逸
の
潜
水
艇
載
略
に
憤
慨
し
て
米
國

が
屡
戦
の
年
で
あ
る
が
、
ウ
キ
ア
は
バ
ッ
ク
ハ
イ
ぜ
ン
の
手

を
経
て
本
観
測
帳
の
寓
し
一
言
眞
操
作
に
よ
る
寓
し
を
聡

っ
て
來
乃
こ
ご
に
な
っ
て
絡
つ
π
。
写
れ
ご
同
時
に
、
猫
逸

へ
観
測
暖
を
邊
ら
鍛
息
音
を
付
し
だ
Q

　
一
九
一
入
年
は
愈
3
結
末
の
年
で
あ
っ
て
、
ウ
キ
ア
は
三

月
ま
で
、
カ
ー
ロ
フ
オ
ぞ
プ
は
四
月
ま
で
に
て
、
観
測
帳
迭

付
を
打
ち
切
っ
た
の
で
、
今
迄
辛
う
じ
て
計
算
し
得
た
ご
こ

ろ
の
北
極
の
愛
情
は
、
最
早
や
計
算
し
得
ら
れ
ぬ
こ
ご
に
な

っ
た
Q

　
叉
、
露
西
亜
の
チ
シ
ャ
ル
ヂ
ュ
イ
観
測
所
を
立
優
し
め
様

ε
し
、
之
に
書
し
渤
誘
に
っ
こ
め
把
ら
し
い
が
、
不
成
功
に

終
つ
花
の
で
あ
る
。

　
然
し
乍
ら
、
日
本
は
飽
く
ま
で
律
義
に
観
測
帳
を
逸
り
績

け
た
の
で
あ
っ
て
、
　
一
九
一
九
年
も
同
じ
く
邊
つ
π
が
、
　
一

九
二
〇
年
頭
か
ら
は
本
観
測
帳
の
劃
し
を
邊
る
こ
ご
に
し
π

の
で
あ
る
Q

　
右
の
様
な
状
態
で
あ
っ
把
が
、
蕉
に
い
つ
迄
溶
く
か
見
當

の
つ
か
な
か
っ
π
戦
箏
も
絡
局
を
告
げ
陀
が
、
早
速
萬
國
學

術
聯
盟
曾
議
が
成
立
し
π
。
そ
れ
は
右
の
創
立
會
議
が
奨
國

王
立
協
會
の
情
調
で
、
一
九
一
八
年
十
月
九
日
か
ら
十
一
日

に
亘
っ
て
、
同
協
演
内
に
討
て
各
聯
合
國
學
士
院
代
表
者
の

會
議
が
あ
り
、
引
績
き
巴
里
で
同
年
十
一
月
廿
山
ハ
日
か
ら
廿

九
日
ま
で
會
議
が
催
さ
れ
π
。
我
國
か
ら
は
櫻
井
田
中
舘
両

博
士
が
出
席
ぜ
ら
れ
π
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
こ
し
て
、
次
で
ブ
〃
ッ
セ
彫
に
於
て
｝
九
㎜
九

年
七
月
十
八
日
か
ら
萬
國
學
術
聯
盟
會
議
が
催
さ
れ
陀
、
そ

う
し
て
萬
國
天
文
同
盟
な
る
も
の
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
は
三
十
二
の
委
員
會
が
設
け
ら
れ
、
各
委
員
及
委

員
長
も
選
言
せ
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
此
會
議
に
於
て
、
今
迄

萬
國
測
地
學
會
の
事
業
に
属
t
て
る
だ
ざ
こ
ろ
の
緯
度
攣
化

の
観
測
も
、
天
文
観
測
の
仕
事
ご
認
め
て
萬
國
天
文
同
盟
の

一
つ
の
委
員
會
を
作
る
に
至
つ
把
の
で
あ
る
。

　
こ
の
會
議
に
は
、
我
國
か
ら
は
矢
張
り
田
中
舘
博
士
が
列

席
せ
ら
れ
て
、
色
主
お
骨
折
が
あ
っ
セ
。
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そ
の
選
ま
れ
把
る
委
員
中
、
本
邦
人
は
石
原
、
寺
尾
、
卒

山
、
長
岡
、
中
野
、
木
村
の
諸
大
人
で
あ
っ
把
が
、
中
に
就

き
木
村
博
士
は
緯
度
…
愛
化
委
員
會
の
委
員
長
に
選
ば
れ
π
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
同
博
士
が
萬
國
共
同
緯
度
観
測
の
最
初
か

ら
今
日
ま
で
、
引
き
績
き
観
測
に
和
事
し
て
居
ら
れ
る
唯
一

人
で
あ
・
る
計
り
で
な
く
、
Z
項
螢
見
者
こ
し
て
平
然
受
く
べ

き
榮
位
で
あ
っ
だ
Q

　
此
事
實
は
、
早
速
こ
の
北
國
に
あ
る
緯
度
観
測
所
に
春
の

如
き
祀
輻
を
齎
し
把
も
の
で
あ
っ
て
、
昨
年
十
月
十
二
日
付

に
よ
つ
．
て
官
制
の
改
革
こ
な
り
、
奮
稻
臨
時
緯
度
観
測
所
は

塵
せ
ら
れ
、
緯
度
観
測
所
が
新
し
一
生
れ
花
の
で
あ
る
。

　
回
心
莇
軍
に
観
測
を
掌
る
ご
あ
っ
セ
も
の
も
、
計
算
及
研

究
こ
い
ふ
こ
ご
が
加
は
り
、
職
員
の
技
師
二
名
技
手
二
名
書

記
一
名
は
、
技
師
四
名
技
手
九
名
書
無
二
名
の
多
藪
を
算
す

る
に
至
つ
把
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
て
同
時
に
大
鑛
張
が
行
は
れ
た
。

　
そ
れ
ご
共
に
、
Z
項
研
究
の
π
め
、
以
前
田
中
舘
博
士
の

御
推
薦
に
よ
っ
て
、
木
村
博
士
に
封
ず
る
東
照
宮
三
百
年
祭

紀
念
會
の
研
究
費
補
助
ご
相
当
っ
て
、
高
層
氣
象
の
観
測
を

す
る
こ
ご
、
な
り
出
子
に
此
方
面
に
は
小
生
憺
當
の
任
に
當

ゆ
、
伊
藤
、
長
谷
川
、
小
幡
、
菊
池
、
宍
月
露
君
の
熟
心
家

を
得
て
、
今
や
其
緒
に
つ
い
だ
次
第
で
あ
る
。

　
次
で
事
務
的
方
面
の
御
話
を
致
し
ま
す
れ
ば
、

現
在
ま
で
の
地
所
は
、
総
福
積
四
千
二
百
四
十
七
埣
、
で
あ

っ
て
、
螢
造
物
は
左
の
如
き
も
の
で
あ
っ
陀
．
り

　
　
本
　
　
脚
…
　
湘
側
　
堂
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
跡
岬
山
ハ

　
　
観
　
　
測
　
　
室
　
　
　
　
　
　
　
七
坪
七

　
　
氣
象
糊
測
室
　
　
　
　
　
二
九
坪
五

　
　
職
　
　
工
　
場
　
　
　
　
　
　
一
〇
坪

　
　
事
　
　
務
　
　
室
　
　
　
　
　
　
六
一
埣

　
　
門
　
　
番
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
九
坪

　
　
物
　
　
　
　
置
　
　
　
　
　
　
　
り
」
○
坪

　
　
所
，
長
　
官
　
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
坪
一

　
　
技
師
官
舎
　
　
　

三
五
坪
四

　
然
る
こ
こ
ろ
、
此
度
の
鑛
張
で
以
て
煙
く
な
つ
犯
面
積
は

　
　
買
　
　
攻
　
　
地
　
　
　
　
　
　
三
三
〇
五
坪

　
　
外
二
寄
附
地
　
　
　
　
九
三
坪

　
　
合
　
．
　
計
　
　
　
　
≡
二
九
八
坪
で
あ
る

そ
う
し
て
、
此
度
新
築
せ
ら
る
、
螢
造
物
は
、
大
正
九
年
度

文
部
省
所
管
歳
入
歳
出
追
加
豫
算
結
目
明
細
書
か
ら
探
録
す

る
ご
次
の
様
に
な
る
。

計
算
及
研
究
室
　
木
造
二
階
建
　
八
五
坪

特
別
観
測
室
　
　
同
上
　
　
　
　
三
六

倉
　
　
　
殖
　
　
煉
瓦
造
弔
家
建
＝
一

所
長
官
舎
　
　
木
造
拳
家
建
　
四
七

高
等
官
々
舎
　
　
同
上
　
　
　
　
三
〇

鋼
任
官
官
舎
　
　
同
上
四
月
　
　
八
○

雇
員
官
舎
　
　
同
上
ご
棟
　
　
三
〇

護
電
楓
室
　

同
上
　
　
　
一
二

附
厨
建
物

門
井
戸
棚
坂
塀
地
均
等

電
燈
排
水
装
置

設
　
傭
　
費

三
八
、
二
五
〇
圓

一
二
、
山
山
○
〇

六
、
○
○
〇

一
〇
、
八
一
〇

六
、
0
0
0

一
二
、
O
O
O

三
、
九
〇
〇

　
三
、
○
○
〇

三
、
五
〇
〇

　
五
、
○
○
○

○
、
七
〇
〇

　
七
、
○
○
○

（
終
）


